
【厳木町園小中連携教育の教育基本方針】 

１５歳までに自主・自立・自律・自治し未

来を拓くことができる子どもの育成 

令和４年度 箞木小学校経営プラン                 箞木小学校 校長 福田 啓子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校経営ビジョン 

保護者や地域と共に創る「一人一人の笑顔が輝く」箞木小 

あたたかく【思いやる心・感動する心】 

自らを律しつつ，互いのよさや成長を認め

合い，やり遂げた喜びを実感する子ども 

かしこく【主体的・協働的に学ぶ力】 

自ら課題を見つけ，考え，学んだことを活

用しながら，探究する子ども 

 

たくましく【健康な心身・体力】 

自ら課題を見つけ，考え，挑戦し，健康な

心や体づくりに取り組む子ども 

 

２１世紀の実生活・実社会で生きて働く力の育成 

日本国憲法 

教育基本法・学校教育法 

学習指導要領 

県教育基本方針 

市教育基本方針 

唐津市（厳木町）の特色と状況 

唐津市民（厳木市民）の実態と願い 

児童・保護者の実態と願い 

 

（１）地域に開かれた学び 

〇地域のよさの実感，学びの成 

果の発信 

（２）地域ボランティアの活用 

〇教育支援（習字，ミシン等） 

〇読み語り支援（お話レストラン） 

〇登校見守り支援 

〇環境作り支援 

 ( 

（１）早寝・早起き・朝ごはん 

 

（２）ノーテレビノーゲームデー 

 

（３）学校評価アンケート 

 

（４）生活習慣・家庭学習習慣づくり 

（１）個別の支援計画等の活用に

よる情報共有と改善 

（２）支援体制の充実 

〇特別支援Cを中心とした生活 

支援員，級外による学習支援 

〇ぐんぐんタイムでの個別支援 

〇教育相談・就学相談の充実 

（１）滑らかな幼保小中の接続 

〇主体的・対話的で深い学びの 

共有化 

〇学び，生活の約束の共有化 

〇児童生徒間の交流 

〇職員間の交流 

〇スタートカリキュラム 

◆本年度の重点課題◆ 

 ①主体性の深化と発展を目指したカリキュラムマネジメントの推進 

 ②地域人材の積極的な活用と，体験活動・表現活動の充実 

 ③組織力を生かした業務の改善と，時間外勤務時間の縮減 

学校教育目標 

自ら気づき，考えて，動く子どもの育成 
 〇自分に自信が持てる子どもの育成【心理的安全性の体現】 

〇様々な教育活動を通した、自己決定する場の設定（授業改善・生徒指導・行事）【自己決定】 

〇あたたかく（徳）、かしこく（知）、たくましく（体）のバランスよい育成【三位一体】 

心つくり 体つくり 学びつくり 

（１）集団づくり 

〇児童による提案・協議・実践 

・児童会活動・たてわり班活動 

・クラブ活動・委員会活動 

・ニコニコ集会・学級活動 

（２）生活づくり 

・月目標の提示・登校班・地区児童会 

・生徒問題支援研修会・無言清掃活動 

（３）平和教育の推進 

（４）人権・同和教育の推進 

（５）特別の教科道徳の推進 

（１）主体的・対話的で深い学びの展開 

  〇タブレット端末の活用 

（２）記述にかかる汎用的な力の育成 

〇レインボータイムで育成した汎用的な 

力を意識した各教科等での授業実践 

〇学びのファイルの充実・活用 

（３）言語環境の充実 

 〇児童作品の掲示 

 〇学習センターとしての図書館活用 

（４）確かな学力の定着 

 〇ぐんぐんタイムの計画的実施・充実 

 〇自学の推進→家庭学習の手引き 

（５）「外国語」「外国語活動」の推進 

（１）健康生活習慣づくり 

〇健康観察・元気チェック 

（２）心の健康づくり 

〇ＱＵ，なかよしアンケートの活用 

 〇心と体の相談体制の充実 

 〇ＳＣ，ＳＳＷ，関係諸機関との連携 

（３）運動習慣・環境づくり 

 〇外遊びの推進 

 〇体育的行事の充実 

（４）食育の充実 

 〇給食週間の取組 

 〇アレルギーへの対応 

 地域との協働    家庭連携        個に応じた支援   幼保小中連携 

～ 自ら輝きつつ、仲間を照らす「太陽の子」 ～ 

 

 チーム箞木  家学社連携  個性の伸長 


